
友愛医療センターの冠動脈バイパス術は、
「病院死亡1.3%、成功率（グラフト開存率）97%」です。

当科が開設した2011年4月から2024年2月まで（12年9ヶ月）に行われた単独冠動脈バイパス術は470名
でありました。その中から、術前より補助循環（人工心肺サポート）を要したLOS状態の患者さん19名を除
いた451名の患者さんに心拍動下冠動脈バイパス術を施行しております（全体の96.0%）。
今回、この451名の患者さんの治療結果についてまとめてみました。
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治療内容詳細は資料をご覧になっていただければおわかりいただけるものと思います。結論としては、今回の
表題となります。2015年からは胸骨肋骨を離断しない低侵襲冠動脈バイパス術（MICS CABG）を開始して
おります。これによってさらに治療内容は洗練化されるようになっております（①重度糖尿病患者さんにも両
側内胸動脈を使用したCABGを安全に施行可能、②縦隔炎・病院死亡なし、③グラフト開存率99%）。

CABG（冠動脈バイパス移植術）は心臓外科医手術の中でも執刀医の技量を要する術式です。執刀医が変
わると成績がかわるようではハートチームとしては不十分であります。今年はこれらの成績の向上と同時に
昨年からより力をいれている後輩心臓外科医への「技術継承」を含め歩んでいこうと考えております。

CABG手術の成績向上と後輩医師への技術継承
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